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Difference in Difference分析を中心とした計量的手法を共通して用いている。第 4章は、
EU の危機的状況について周縁国と中心国とで影響の違いを分析し、実は中心国では周縁
国ほど状況が悪化していない結果が示された。第 5章では、EU内でのMaastricht基準の





調整の速度は EU のほうが ASEAN と比較して高いものの、ASEAN では労働流動性が高
いことが示された。第 7章では、経済統合への参入国を拡張した場合に、パフォーマンス
改善効果があるかどうかを分析している。その結果、EU ではメンバー拡張効果が正であ
った一方で、ASEAN ではオリジナルメンバーでの効果が高いことが分かった。第 8 章は
各章での分析結果から得られた結果をまとめ、政策的含意を述べている。 
なお、本論文の主要内容は、開発経済学分野の査読付き国際誌にこれまで論文 2 編が採
択されている。以上、審査の結果、本論文の著者は博士(学術)の学位を授与される十分な
資格があるものと認められる。 
